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ともあれ 1845 年の第 1 号から、ホミャコーフから編集権を買い取ったキレ
ーエフスキーの編集の下で、『モスクワ人』が発行されるようになった。と





































定期購読者数が 4000 だったのに対し、この『モスクワ文集』の発行数は 300
部にすぎなかった27。「そこに書かれた言葉は社会にいかなる影響も与えなか
った」28。結局『モスクワ文集』は 46 年と 47 年に 2 回出版されただけで廃刊
となる。しかもその直後にヨーロッパから革命的動乱のニュースが届くと、












































































































































































































































て発行が遅れ気味となり、結局 59年の 2月号（通算 14号）をもって廃刊とな
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